
さんま通信
厚生中央病院の理念

１． 私たちは、心の通った温もりを感じる
医療を目指します。

２．私たちは、組合被保険者ならびに地域
の人々の健康と福祉に貢献します。

３．私たちは、病院機能の充実を図り、
サービス向上のため日々研鑽します。
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　近隣の先生方には、平素より地域医療にご尽力いただき、心より御礼申し上げます。
このたび私は４月より厚生中央病院総合内科へ赴任し、主に糖尿病診療を担当させて
いただいております。
　昨年までは東京医科大学病院 糖尿病・代謝・内分泌
内科に勤務し、糖尿病療養指導士チームの一員として、
多職種と連携しながら診療にあたってきました。現在は
入院・外来を問わず、院内各科からの依頼も含めて幅広
く糖尿病診療を行っています。

　病棟における周術期や感染症など急性期の血糖管理に加え、外来でのインス
リン・経口血糖降下薬による糖尿病治療、また持続血糖測定器（Free Style 
Libre ２®）を用いた血糖変動の評価や薬剤調整も行っています。そして昨年
からは新たに肥満症外来を開設し、管
理栄養士による栄養指導や医師による
運動処方、保険適応のある方に対する
GLP- １受容体作動薬の導入などにも
取り組んでいます。
　私の診療では、血糖値だけでなく
患者さんの生活や価値観にも目を向け
ながら、無理のない治療方針をチーム
で一緒に考えていくことを大切にして
います。糖尿病診療でお困りのことが
ありましたら、どうぞご遠慮なく当院
総合内科へご相談ください。

当院総合内科における糖尿病診療について
総合内科　髙　英嗣
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新任医師のご挨拶

　秋葉原にある三井記念病院で胸部疾患の診療治療
に長年従事し、肺腫瘤や縦隔腫瘍、気胸など良性か
ら悪性腫瘍の診断手術を担当しておりました。
　患者さんには、我慢や遠慮を強いることのない医
療を心がけていきます。

呼吸器・乳腺外科部長
池田　晋悟
出身大学　広島大学（1987年卒）
専門領域・資格 呼吸器外科、外科専門
医指導医、胸部外科認定医、産業医

看護部長就任のご挨拶

　令和７年４月より看護部長を拝命いたしました　西川英子と申します。
　私は、埼玉県で産まれ、会社員の父と専業主婦の母の一般的な家庭に３姉妹末っ子
として育ちました。幼いころから祖父母とも一緒に暮らし、母は一人で祖父母を自宅
で介護し、入退院を繰り返しながらも、自宅で看取りました。子供だった私の眼には
特別な感じではなく、ごく自然に祖父母の介護があり、病気で入退院を繰り返す祖父
母とその介護をする母の姿をみて看護師を目指しました。
　厚生中央病院に入職し、地域連携室の一員として多くの地域の皆様と関わってきま
した。その間、地域住民のみなさま、近隣クリニックの諸先生方、訪問看護・介護・
ケアマネジャーのみなさま、高齢者施設のみなさまに育てていただいき今があると思っ
ております。長年、地域連携室看護師として働いてきた私は、「病気で困った時に頭に
思い浮かぶ病院でいたい」そして「来てよかったと思ってもらえる看護をしたい」と常々
思ってきました。看護部長という立場になり、地域で暮らす皆様の医療を支えていく
為に今後も日々努力してまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

看護部長
西川 英子

　４月から救急科（総合内科）として赴任しました。
救命救急センターや外科病院での勤務歴もあり、診
療科問わず先生方や患者様のために尽力したいと
思っています。お困りのことがありましたら気軽に
ご相談ください。よろしくお願いいたします。

救急科（総合内科）
木村　一馬
出身大学　群馬大学（2017年卒）
専門領域・資格 救急診療全般、日本救
急医学会専門医

　この度、総合内科に着任しました。一般内科、特
に脳神経内科疾患を専門としております。患者様一
人ひとりに向き合いながら丁寧な診療を心がけて参
ります。よろしくお願いいたします。

総合内科
大場　俊輔
出身大学　東京医科大学（2018年卒）
専門領域・資格 脳神経内科一般、日本
内科学会 内科専門医、日本神経学会 神
経内科専門医
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　消化器疾患は入院加療や緊急処置が必要な疾患も
多いため、ご紹介いただける患者様がいましたら遠
慮なくご相談ください。地域の先生方と連携をとり
ながら、患者様に寄り添った治療を行うよう心がけ
ておりますので、よろしくお願いいたします。

消化器内科
和田　実季
出身大学　東京医科大学（2021年卒）
専門領域・資格 内科、消化器一般

　４月から入職しました、小坂と申します。安心、
安全な医療、手術を心がけて日々精進してまいりま
す。よろしくお願いいたします。

消化器外科
小坂　亜優
出身大学　帝京大学（2020年卒）
専門領域・資格 消化器外科一般

　この度４月から入職しました奈良と申します。
私は整形外科一般を専門としているため、身体の痛
み・不調について気軽にご相談下さい。患者様の症
状・考えにあわせて満足できるような治療を行うよ
う心がけていきたいと思いますのでよろしくお願い
いたします。

整形外科
奈良　百恵
出身大学　東邦大学（2018年卒）
専門領域・資格 整形一般、整形専門医

　この度産婦人科常勤として赴任しました。一人ひ
とりの患者様に向き合い、丁寧な診療を心がけます。
しゃかりきにがんばりますので、よろしくお願い申
し上げます。 

産婦人科
松本　珠英里
出身大学　日本大学（2023年卒）
専門領域・資格 産婦人科一般

　東京医大から参りました、眼科専攻医２年目の今
野茉里奈と申します。至らぬことも多いとは存じま
すが、森先生・清水先生のご指導のもと精進する所
存です。どうぞよろしくお願いいたします。

眼科
今野　茉里奈
出身大学　東京医科大学（2022年卒）
専門領域・資格 眼科一般

　乳がんの患者様が安心して当院で治療できるよう
に、多職種の皆様と連携しながら診療にあたって参
ります。質問しやすい雰囲気、わかりやすい説明を
心がけています。これからどうぞよろしくお願いい
たします。

呼吸器・乳腺外科
寺岡　冴子
出身大学　東京医科大学（2010年卒）
専門領域・資格 乳癌・乳腺疾患、乳腺
専門医、外科専門医、がん治療認定医、
マンモグラフィ読影認定医、乳房超音波
読影認定医、医学博士

　この度、乳腺外科常勤医として４月から赴任致し
ました。地域のクリニックとの連携をとり地域医療
に貢献していきたいです。どうぞよろしくお願いい
たします。

呼吸器・乳腺外科
潮　知佳
出身大学　北里大学（2022年卒）
専門領域・資格 乳腺外科



＊＊＊看護師等、随時募集しております。詳しくは当院ホームページをご覧下さい。＊＊＊

発行元：総合病院 厚生中央病院　経営企画広報室
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～認知症サポートチームと身体的拘束最小化サポートチーム活動について～

　皆さんもご経験があるかもしれませんが、入院すると私の病気
はちゃんと治るかな？この治療や検査は痛いのかな？入院期間は
どのくらいになるのかな？先生や看護師さんは親切かしら？家族
の生活は問題ないかしら…など不安に思われることがたくさん
あるかと思います。
　認知症の方も同じで、不安を感じながら入院される方が多いで
す。さらに認知症の程度によっては少し前のことが覚えていられ
なかったり、場所の認識があいまいになってしまうため、さらに不安が強くなります。
　その結果、こんなところにはいられないと感じて「帰る！」と興奮してしまったり、治療に必要
なチューブや点滴類を抜いてしまうなど必要な治療が受けられなくなってしまう事があります。
　認知症の診断がついていない方（若年者～高齢者まで）でも全身麻酔、脳の疾患や感染症、高熱
や痛み、入院による環境の変化などの影響から一過性に意識が混濁してしまい興奮したり、つじつ
まの合わない言動がおこる『せん妄』を来す場合があります。
　そこで厚生中央病院には脳神経内科医師とメンタルヘルス科医師、理学療法士（リハビリ）、精神
保健福祉士（ソーシャルワーカー）、看護師（病棟師長と認知症看護認定看護師）からなる『認知症
サポートチーム』があります。私達、認知症サポートチームは週に一度、認知症や物忘れのある方、
せん妄状態の患者様のもとを訪問しています。その方々が安心して治療が受けられ、入院生活が
送れるよう多職種で話し合い、隠れた問題を明らかにしたり、関わり方を提案したりしています。
また必要に応じて薬剤（睡眠を促す薬や落ち着く薬）調整も行う事があります。
　また年に１度全職員を対象に認知症に関わる勉強会を実施し知識や技術の向上を目指しています。
　さらに昨年度から『身体的拘束最小化サポートチーム』も兼任し、入院中になるべく身体拘束を
行わずに安心して治療が受けられる方法がないか日々話し合い、治療やケアが提供できるよう尽力
しています。
　ご家族の皆さんには患者様の慣れ親しんだもの（コップやひざ掛け、ベスト
など）やご家族からのお手紙（掲示できる大きさのものが効果的）、写真（ご家
族やペット）、カレンダーや時計、趣味の物（塗り絵や折り紙、本、編み物、俳句、
男性は地図や鉄道、相撲関係の本、ラジオなど）持参して頂けま
すと病院でもリラックスして過ごせるきっかけになります。
　慣れ親しんだ物品や好きな物に囲まれていると入院されたこと
をご家族がご存じであることやまた来てくれることなどを理解さ
れ安心して下さることが多いです。
　外来で認知症と診断された時やご家族が認知症かもしれないと
不安な方、認知症の進行についてなども外来スタッフを通じてお気軽にサポートチームへご相談く
ださい。
　チームの活動にご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

認知症看護　特定認定看護師　津田 奈緒子


